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はじめに

1970年代始めに学校体育研究開志会は，当時一般的であった「誼滑捧からの指導」理論1)に対

して，閤転技術への発展性が乏しい，学習者の安全性の面から潤題があると批判し，プルーク斜

滑降から「加重」を中心とする教育内容を構成し r系統的」な指導理論を提起した九 1994年，

わが閤最大のスキー団体である全日本スキ…連盟は，それまでの指導体系を変更し，シュテムタ

ーンを系統から外し，独自にプルークターンをパラレルターンの導入として位置づけた指導体系

を提起した九スキー技術指導に関する実証的な授業研究においてもシュテムターンを指導しない

理論が多くペシュテムターンを系統から外す指導が一般的となってきた。

筆者はこれらの先行研究に学びながら，初級者へできるだけ質の良いパラレルターンを指導す

る教授理論・教授プログラム確立の実証的な研究をおこなってきため。それらの研究の結果，次の

課題が明らかになった。

1.教育内容構成において r胴体6)・腕の技術」を「外脚の技術」と「内脚の技術」と分離して

内容構成を行い，さらにその内容化も不十分であった。「胴体・腕の技指J は「外脚の技術J の成
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否に大きく影響を及ぽしており，両者は不可分な身体運動全体として内容化する必要が示唆され

た。

2 r内脚と外脚の技術の棺互作用」という観点で教材を構成したが，実際のプログラムにおいて，

プルークタ…ン 2での「内開の僅かな外旋技術」を実現する前提として，プルークターン Iの段

階での内脚の技術内容が明確に位置づいていなかった。

3. とかく過緊張になりがちな初心・初級段摘において， リラックスの確保の内容化が欠如して

おり，過緊張な滑りとなった学習者が現れた。

本論では，これらの3つの大きな課題を再検討したよで，初心者7)を対象とした技術指導に関す

る教授プログラムを作成し，その是非を実験授業によって検証することを目的としている。この

研究はスキー技術指導に関する「授業の科学的研究J8)の確立への一環として位置づく。

研究方法は，客観的に存在するスキー技指9)を前提として，初心者を対象としたスキー技術指導

に関する目標論，内容構成論，教材構成論，評価論の統一された教授理論10)を構成し，それに基

づき，授業過程を客観的に示した「教授プログラムJ11)を作成し，実験授業によって検証するO

、主

1)全日本スキ一連盟編『スキー教程j，平凡社， 1963 

2 )学校体育研究陪志会編『スキーの指導j，ベースボールマガジン社， 1972年。

3 )全日本スキー連盟編ra本スキー教程j，スキージャーナノレ社， 1994年。全日本スキー連盟編『日
本スキー指導教本j，スキージャーナル校， 19例年。

4 )代表的なものを次にあげる。大瀬隆「スキー技術指導における教授学的研究ーブルークボーゲン

からブライトターンへの指導についてj，論集j 27号，札幌務科大学学会発行， 1980年， 67-78 

賞。坂本勲，大瀬隆，井芹武二郎「スキーの技術指導について 第2報一一プルークボーゲンか

らブライトターンへの発展過程について一一j，r北海道体育学研究j，第 14巻， 1979年， 59~63 

真。中浦暗至「早くうまくなるスキー指導法~スキー技術史に学ぶ~j，日本スキー学会誌j ， Vol. 

3， No.1， 1993年， 175~186 貰。野沢巌「スキー指導の科学j ， rスキーの医学j，石井清一，

誠，武藤芳照編集， r海江賞， 1995年， 44~51 真。

5 )拙稿「スキー運動におけるパラレノレターンの技術指導についてj r北海道大学教育学部紀要れ 72

1996年， 143~161 

6 )拙稿「注5jにおいては r膝・上体の技術」と表現したが，その内容の媛昧さより，本論文では，

「踊体」という用語を使用する。

7)初心者とは，スキー運動の未経験者を指すが，たとえ過去にスキー経験があったとしても，

ができない者」をここでは，初心者と定義する。

8)高村泰雄編著『編著物潔教授法の研究j，北海道大学図欝刊行会， 1987年， 17頁。高村は r科学

上の概念や法則を認識していく過程には，倍々のクラスや教邸の特性等の偶発的な要閣には左お

されないひとつの必然的な法即位が，客観的に存夜するものと考えられるj (高村泰雄「教授学探

究ノート j r北海道大学教育学部紀要れ第25号， 1975年 8頁)とし r授業蓄」による教授浬

論を提唱している。筆者はこの理論，研究手法をスキー運動においても応用できると考え，研究

を進めてきた。

9) r技術」とは rスポーツ技術」をさし rあるひとまとまりの運動(技，技法)を成り立たせ，あ

る一定の課題を最も合理的(合目的・経済的)に解決する客観的な方法」としてとらえる。(クル
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ト・マイネル著，金子明友訳 Fマイネル・スポーツ運動学J，大修館， 1981年， 261頁)

10)高村泰雄『前掲警J，1987年， 9~18 頁に基づく。
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11) r教授プログラム」とは r授業進行についての具体的な指示を与えJる一穣の「指導案」であり，

教育内容と教材のs演序機造に関する「授業の法則性Jの仮説がもり込まれてJおり r裁でもが追

試可能な形で客観的に提示」される「授業審」の概念にもとづいている(高村泰雄編著 F前掲誉れ

1987年， 3頁，及び，潟村泰雄『前掲警J，1975年， 7~17 頁)。

1 .スキー技術の分析

1.1 スキー技術の分析

本主主では，本来，スキー技術に関する客観的な分析記述が求められるが，大部分は前論文1)に依

拠するので，ここでは，発展させた内容の部分を中心に述べる。

前論文では，スキーの技術的特質2)を，先行研究に学びながらヘ「スキー用異を操作して雪面抵

抗をコントローlレしJ，r加護，角付け，迎え角及び重心位置の調節によってJ，I自分の呂的とす

る回転弧とスピードを自在にコントロールすること」と規定した。

この規定では，スキーヤーの滑る斜面，雪質などの外的条件の内容が見えづらいため，また，

用具が与える影響をより明確にするために I多様な条件(斜面・雪質・地形なので，スキ…用

具の特性を生かし，荷重，角付け，迎え角及び重心位置4)の調節によって雪面抵抗をコントロール

し，様々な閤転弧とスピードで自在に閤転できることJ と規定し寵すめ。

そして，マイネルに学び，スキーの運動構造6)を局苗構造と運動リズムからとらえ，主要局面に

おける技術を「外脚の適切な関節角度による大礎部の内旋・加重技術」と「内脚の協蕗技術」と

とらえた。しかし，ここで，適切な関節角度として，脚部のみを分析し，胴体や腕の構えなどを

含めた身体全体としての「姿勢J7)の分析が不十分であった。そこで，本論では I姿勢」の分析を

中心に述べる。

姿勢の分析を行う際に，あるーまとまりの合目的な運動の中で「環界との積極的な対崎戸の中

で，刻々と変化する動的な「姿勢」としてとらえることである。すなわち I運動モルフォロギ

的観点、を重視する。「ブオームによる指導の弊害J 10}，「形から質への転換J 11)といった主張に見

られるように，外界との呂的からかけ離れた間定的で，型にはまった「姿勢」としてはとらえな

む〉。

1.2 未習熟者の姿勢の分析

姿勢を研究する方法として I科学的研究にとっての第一歩J12)である「モルブォロギー的考察

方法」を行う。姿勢を正朗観と側面観日)に分けて考察す

る。その欝に，その時々の学習課題，状況(斜面，スピ

ード，回転弧など)との関連で考察することが重要な視

点である。

1)複線移動における未習熟考の姿勢

直滑降の館面観の未習熟者と熟練者との姿勢の比較す

ると，未習熟者の方が足関節角度が後方へ大きく，藤関

節，股関節の題曲角度が小さい「前屈姿勢」で、あり同15}16)，

う
前題姿勢〈相場 1993)

国1



腕は， ijす関節を屈曲し，-ストックを前方へ突き出した姿勢J が多いことが報告されている 1九

これは，重心位麓をf尽く保ち安定性を確保18)しようとした結果，-上半身を前方に曲げると伸筋

緊張が一様に減り J四肢の屈曲が見られる「腰反射」と，-頭を前方(腹方)にまげると前肢(時

肢とも)は屈曲」する「頚反射J 19)が組み合って起こるためと考える。この姿勢は，重心位置を

低く保ち安定性を確保でき，発揮できる力が大きい川角づけ角の量を多くできる21)が，大腿部

や腕体の筋群にかかる負担が大きい叫という欠点がある。とかく過緊張となりがちで，疲れやす

い初心者に対しては，経済的な姿勢とは雷えない。

2 )回較運動における姿勢

閤転運動においては，-外向傾姿勢J23)がスキー運動において基本とされ，時には，極端なまで

強調された2九この外向懐姿勢の意義は角づけを強めるためや抵抗に対応する姿勢である。しかし，

その後の用異の進歩によって，この姿勢を極端にとる必要がなくなってきている問。この外向傾姿

勢は日常生活ではほとんど経験しない姿勢であり，それを回転中に維持することは，筋力が必要

となる。従って，できるだけ外向傾姿勢をとらない直立姿勢に近い姿勢が，より経済的な姿勢と

える。とかく過緊張になりがちな未習熟者に対しては，経済性の原理を確保することが非常に

となる。しかし，その時々の目的によっては，角づけや抵抗に対応する合目的性の原

理が擾先して，経済性の原理が犠牲にされる場合もある。

筆者は，スキー初心者が初めて回転を学習する際

の運動モノレブオロギー的差異を分析した2へここでは，

ごく緩い斜面で，ごく緩い速度でm，外スキーを側方

へ押し出すことを課題として学習を行った。その結

果，閤転できた者の特徴として，関体と外脚の股関

節外転が少なく，胴体は鉛菌に傑たれている傾向が

あった。回転できなかった者は，外腕の股関節外転

が大きい「腰折れ型」と外脚の股関節外転は少ない

が腕体が内側に傾いている「内傾型」に分類できた。

閤転できなかった関者とも，その原田は身体重心位

置がその時の条件に対して，内側にありすぎたため，

外スキーに適切な加重を得ることができず，回転力

を得ることができなかったと分析する。これらの身

体全体の姿勢の分析は，指導内容構成時に生かされ
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る。

くプノレーク斜滑降から山まわり右まわり〉

〈回転群〉

入入λ
〈直線群.1Ii要折れ毅〉

く複線群・!今傾型〉

国2

令市

1)拙稿「スキー運動におけるパラレルターンの技術指導についてJ，r北海道大学教育学部紀要~， 72 

号， 1996年， 143~161 

2 )前拙稿において i技術的特質」とは，各運動文化を規定する，初心者から上級者まで一質して共

通し，質的に発展する技術上の核心となる課題としてとらえた。

3)学校体育研究開志会(学校体育研究開志会編 rスキーの指導れベースボール・マガジン社， 1972 

年)の理論を基礎として，木下，穏坂らのカ学的分析(木下是雄，穂坂直弘共著スキーの物浬

と力学~，日立製作所， 1977年。木下是雄著『スキーの科学ぉ中公新警， 1973年)を参考にし，
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全日本スキ一連盟(全日本スキー連盟編『日本スキー指導教本ぉスキージャーナル社， 1987年，

35~37 頁)の考えを参考に規定した。

4)荷震とは「スキーにかかる抵抗，圧の愛」であり，角づけ角とは「察部に対するスキーの角度j，

迎え角とは r進行方向に対するスキーの角度」をさす(全日本スキ一連盟編『日本スキ…教程~，

スキージャーナル社， 1986年， 28頁参照)。震心位賓とは，身体の各部に作用する重力を一つの

作用点、に合成した点をさす(中村隆一，斉藤宏事苦『基礎運動学~，監歯薬出版株式会社， 1976年初

版， 1992年第4版， 289頁参照)。前穏では r街還を増加させる動作」を表す守口重j (学校体育

研究開志会編『前掲書』参照)を使用したが，ここでは r荷蚤Jのガが文脈から適切と考え，訂

正する。

5 )この規定改定は，よりわかりやすい説明をするという文章上の改定であり，技術的特質の根本的

な内容改変ではない。

6) r運動構造」とは「あるひとまとまりをもった運動経過の全体の中に特徴的に浮き彫りになる

商を区別し，それらの各局面や局面相互の関係は設定された運動課題や与えられた状況や条件に

左右されるといった全体の成り立ち」を指し，空間・時間的分節を表す「局商構造」とカ動・時

間的分節を表す「運動リズム」の 2つのカテゴリーからとらえられる(マイネル f前掲警j，455 

貰)。

7)姿勢とは，霊堂カ方向との関係を示す「体位」と身体各部の相対的位置関係を示す「構え」の2要

回を含むものとしてとらえる(中村隆一ら f前掲警れ 295貰参照)。

8 )マイネル F前掲警~，大修館， 1981 

9 )金子によると，ゲ…テの造語である運動モルブオロギーとは されたもの」をさす「形態学」

ではなく r動的でのびやかな状態J をさす，より「ダイナミツクな概念Jであるとしている(マ

イネル『前掲警h 訳者注450頁照参入

10) 中浦踏査著 fスキー技術の歴史と系統~，北海道大学題審刊行会， 1991年， 153~169 

11) wスキージャーナル~ 1987年 2月号， 41頁。

12)マイネルは，モルフォロギー的考察法を r映磁(フィルム，ビデオ)などを停止，反復して比較

考察しj，rつかのまの印象分析の中に隠されている事実や徴表や関係」を明らかにするもので，

「科学的運動研究にとっての不可欠な第一段階である」としている(マイネル

頁参照)。

106~109 

13)正面観とは r身体を前後に 2分する妥直面」である「基本前額面」をさし，領Ij商観は「身体を前

から後ろに通り，左右に 2分するまま夜面」である「基本矢状面J をさす(中村隆一ら『前掲警h

19貰参照)。

14)服部恒明「スキー初心者における直滑降姿勢側面観の検討j，W 日本体育学会大会号~， 1976年， 461 

頁0

15)相場百合香「スキー熟練者と未熟練者の直滑降姿勢の実験的研究」， f日本体育学会第32国大会号れ

1981年， 612頁。

16)相場百合香，菅原秀ニ「スキー経験者と未経験者の姿勢変化に伴う足庄中心位置についてj，尽

本女子体育大学紀要~， 23号， 1993年， 50~55 頁。

17) 洞口六夫「学校体育・社会体育指導の今呂的課題j，宮城教育大学保健体育論集 2~ ， 1987年，

21~38 

18) 中村径一ら f前掲警~， 293頁参照。
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19) 安藤証役一審『人間の随意運動~，杏林誉院体育の科学社， 1969年第5版， 1960年初版， 226~227 

20)小林は脚関節角度の遼いにより，発揮できるカが異なり，スキ…ブーツを支えとした「完全なる

後傾姿勢ではj r直滑降姿勢の5倍」のカを発揮できるとしている(小林規「アルペンスキーのバ

イオメカニクスj，Wスキーの僅学れ石井清一，菅原誠，武藤芳照編集，南江堂， 1995年， 21頁)。

21)三浦は，膝関節が屈曲するほど，下腿外傾角度が噌加し，下総外傾角度が増加するによって，角

づけ角の王室を増加させることができるとしている(三浦望慶・樋口健一・加藤荘志「スキーにお

ける角付け操作に関連する身体各部の可動範盟と動作j，W 日本スキ…学会誌~， V 01.5， 1995年，

40~50 

22)的場らは，後傾姿勢時に大腿四頭筋等の脚部の筋群の放霞が多いことを筋電鴎により示している。

(的場一彦，樋口健一，鈴木義幸，関矢資明，三浦望慶「スキーにおける異なる姿勢での荷重位置

の分析とその指導…前額，i:t傾，後間姿勢について-j， W 日本スキー学会誌~， Volふ 1，1996年，

127~139 頁)。

23)全日本スキ…連盟編 F日本スキー教程れスキージャーナ/レ社， 1994年， 134頁の規定に従う。

24)クルッケン・ハウザー箸『オーストリアスキー教程ぉ 1955年。

25)競技スキーにおける最新の技術の特徴として r腰・上体を進行方向へ正対させる」オープンテク

ニックが見られる(ベーター・プロティンガー解説「ぺ…ター・プロティンガ…の最速アルペン

セミナーj，スキーイングマガジンれ 1994年， 8月号， 54 頁~56 頁)。

26)拙稿「初心者指導における回転導入期の運動モルフォロギー(運動形態)的考察・指導内容につ

いてj，日本スキー学会第8侶大会号れ 1997年 10月，於筑波大学， 40， 41:& (W臼本スキー学

会誌~， vol.8，日本スキー学会， 1998年に投稿中)。

27) 斜面の規定は全日本スキー連援の規定に従う。ごく緩い斜蕗は 5 。以下の斜度，緩斜面は 5'~10'

の斜度，中斜面は 10'~20' の斜度の斜閣をさす(全日本スキ一連盟編『日本スキ)教穏~，スキー

ジャ…ナノレ社， 1980年， 33頁)。スピードの規定は，全日本スキ一連盟の規定を参考にして以下

に定める。ごく緩い速度は時速 5km以下，低迷を時速5km~15km 程度，中速を時速 15 km~25 

km 程度とする(全日本スキ…連関編 f臼本スキー指導教本~，スキージャーナル社， 1994年， 80 

頁)。

2.教授理論

2.1 図標識

スキー技術指導における中核的なねらいは，先述の技術的特質を生徒に習得させることである。

それを踏まえ初心者を対象とした技術到達目標を，-緩斜面整地で合理的な技術によるパラレlレタ

ーンを 2種類以上の異なる随転弧で安定して回転できること」と設定する。

パラレlレターン1)を目標とする理由は，合理性(合目的性，経済性)2)に富むもので現在のスキ

ー運動の最高技法であり 3)。パラレノレターンを習得することによって，将来，蝶々な斜面を自在に

滑ることが可能となるからであり，また，パラレ1レタ…ンを習得するまでの過程を一通り学習す

ることによって，その後，多様な斜面を独力でパラレルターンを学習する道筋を知ることができ

ると考えるからである。合理的な技術の内容はについては次項で詳しく述べるが，-経済的で合目

的的な姿勢と脚の技術」が中心的な内容として位置づく。
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緩斜面整地を自標に位龍づけるのは，初心者段賭でパラレノレターン

を習得可能な条件設定として最も容易な状況と考えるからである。

2積類以上の回転弧とは自転落差の違う回転を指す。これによって，

E転弧の調節方法の基礎的技捕を学習できると考えるからである。自

転落葦4) が 5~10m 位の中西りと回転落差が 3~5 m{立の小田りを-

fii)の目安とするが，その閤転弧の大きさを忠実に実現することが目標

ではない。ここでトの小百りは上級者が行う腕体と下肢の「逆ひねり J

を含むものではなく，中田りに比べ荷量，回旋の量を強くし，ぞれら

の時間を短くすることによって行う。

「安定して自転できる」とは，後述する「安定回転基準」に基づく。スピードの規定を目標とし

て位置づけていないのは I安定して」という内容にスピードコントロールができるということを

含めているからである。

、ま

国 3

1)回転の全局面を王子行スタンスで回転する技法を指す。

2 )マイネル F前掲警~， 253~261 

3)現在の競技スキ…における最高技法は「スーパーグライディングJ と呼ばれ 2本のスキーを平

行にしてカーピングすることを特徴としている(鈴木謙二「進化したグライディング スーパー

グライディングJ，スキーコンプ~， Vo1.l88， 1995年9月号， 28~39 頁)。

4 )全日本スキ一連盟編 F日本スキー教程~，スキージャ…ナル社， 1994年， 34頁。

2.2 教育内容構成論

目標とするパラレルターンの運動構造，技術?を述べる。

2.2.1.運動構造

1)局面構造
<上級者のパラレルターン> <自擦とするパレレルターン>

上級者のパラレルターンは，中間局面

はできるだけ短く行い，回転と回転が区

切り無く行う 1)。しかし，初心者段賠の自

標とするパラレルターンでは，中間局面

を終末局面と準備局面とに明確に分け，

直線移動として構成する九これにより，

前の回転の「体勢の立て誼しJ3)や次のタ

ーンの準備 I先取り J4)ができ，各局面の

技術を区別して認識・習得できるめと考え

る。さらにリラックスを確保するための条件づくりでもある。

2 )運動リズム

主要局iti

終末局面

主主要局面

図4

上級者の行うパラレlレターンでは，荷重の交換は一瞬で急激に行われるが6}，ここでは，同志会

の「ニュートラル理論」に学び，加重交換が確実にできるように長い時空間をかけて行う。加重

意識は，主要局面では外足加重とし，中間局面は荷足均等加重とし，両局面の区別化をはかる。

主要局面における外スキー加重は内スキーを雪面から持ち上げる外スキー完全加重ではなく，内
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スキーは雪面につけたままの外スキー多めの加重とする。それは，現在の最高技法で見られる「外

を基本とした両足荷量J7)の安定性，脚部への負担の軽減(経済性)という合理性を初心者

段階にも当てはめるべきと考えるからである。

① 上級者の運動リズム ② 目標とするパラレノレターンの運動リズム

主要中間 主嬰

ド陣足 君凱引札lしし、u…、u、
|悼左域足勢隠蕊s噺肝………、u…、u、1

γ中降寸

主要終末準備

劉 5 運動リズムの模式図

2.2.2.パラレルターンの技術

主要

目標とするパラレノレターンの各局面における主要な技術を述べる。前論文では，外脚と内脚の

技術?を中心に構成し，その協応技能が完成後に腕体や腕の技術との協応技術を構成していたへし

かし，今田は，胴体や腕の技術を外スキー，内スキーの操作を決定づける重要な技橋として，内

容に明確に位置づけている点が特徴である。

1)準備局面の技術

準備局面は，続く「主要局面をもっともよく準備するY機能をもっ。スキー運動においては，

次の回転のための適切な準備の姿勢をとることを最重要課題とする。この局面は前の自転の姿勢

から次の自転の姿勢へ切り換わる過程であり，一度「ニュートラ}VJ な姿勢をとることが次の間

転を確実に保証すると考える。また，ここにおいてリラックス10)することも，とかくか緊張にな

りがちな初心者にとって重要な課題となる。

したがって，目標とするパラレルターンの準備局面における最も主要な技捕として「リラック

スしたニュートラルな姿勢をとること」を位置づける。この「ニュートラノレな姿勢」とは，荷重，

角づけ，迎え角，身体の姿勢が前後，左右において均等な姿勢である 1り。目標とするパラレルター

ンのニュートラル姿勢は，表1の内容とした。ここで正面観は，主に，荷重，角づけ，迎え角を

左右均等にするための姿勢であり，側面観はリラックスを確保するための経詩性の原理と，続く

主要局面の技術をより合理的に行うための姿勢として内容構成した。

<正衛観>
・間勝の股関節外転、内旋のない梼郷平行スタンス
.胴体の傑屈のない姿勢12)
・下方向に伸ばされ体側より20cmほど厳した腕の様え13)

<側面観>
・足関節・膝鵠鏡、股関節の屈曲が少なく、下総、大総書官、 1肉体
が鉛践に近い姿勢14) 鱗泌慾勝泌総二勲男亨 J岱

・下方向に伸ばされ腕体より儀かに前に出た腕の構え15) I <理想的な側薗観> <胴体の前傾が過度な側面観>

図B
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2 )主要局閣の技術

スキー運動における主要局閣の課題は，自分の目的とする呂転弧とスピードを実現することで

ある。そのための最も重要な技術として r適切な姿勢による外脚の内旋技術と内脚の崩曲・外旋

技術の協応技指」を位置づける。外脚の内旋技術とは，臨分の毘的とする自転弧・スピードに適

した「荷重の量，時間，方向j で外脚の大腿部を股関節を中心にして内旋することによって，外

スキーの中心を支点としてスキーを回旋することである 1九内脚の屈曲・外旋技術は，同様に目的

とする回転弧・スピードに適する様に，内脚の大臆部を股関節を中心として屈曲・外旋すること

である。これらによって，外足加重による王子行スタンスによる回転を実現できる。それらを適切

な姿勢で，即ち， H郊の関節の屈曲角度や胴体の前額角度，向きなどを合目的・経済的にすること

である。初心者段階での目標とする適切な姿勢を図2の様に構成した。

「適切な姿勢J

<IEiiii観>
・網体の左右への極端な側屈がなく(外側への仮tl屈は儀かにあっても
構わない)外脚の股関節外転がほとんど無く、内脚の屈曲が僅かに見
られる一般的にはストレート内傾に近い姿勢17)。しかし、外スキー
祷重が実現されていることが重要

<側面鏡>

・膝関節、股関節の腐胸が少なく、大腿部、 j二体が起きたニュートラ

ル姿勢の傑iiii観に近い姿勢14)

3 )終末局面の技術

スキー運動において終末局面は，

回転を終わらせ，次の準備局描へ移

行することが課題となる。ここでの

も重要な技術?として r準備局面の

ニュートラル姿勢への適切な方向・

タイミング・量の身体の移動技術」

を位置づける O これは，前の回転の

姿勢から次の準備の姿勢へ適切な方

向・タイミング・麓で身体を移動さ

図7

<外傾が儀かに見 <ストレート内傾ぎみ

られる蕊商銀> のlEiiii観>

図8

せる技術である。この擦，股関節の伸展技術が中核的な技術となる。

j主

1 )現在の競技スキーにおける最高校法の「スーパーグライディングJでは rタ…ンの繋ぎ自がはっ

きりせずにj，r抜震がどこで行われているかはっきりしない」としている。(鈴木謙ニ『前掲寄れ

1995年。)

2 )学校体育研究開志会は 1986年に r回転と回転のつなぎ自」を「ニュートラル時点」とし，守口議

きりかえj，rエッジきりかえj rリラックスj，r前の罰転について恕、い返しj，次の回転の「予澱・

準備」などを「長い時・~聞の中でJ 行うことを「意識化・自覚イむ」することが「回転がりズミ



288 教育学部紀婆第75号

カルに，連続的に行われるために大切」とする「ニュートラノレ環論」を提唱した(新村博信

続回転を保証するための学習課題j，第94陣学校体育研究開志会全国研究大会提案集れ学校体

育研究持志会， 1987年， 62~67 頁)。しかし，そのニュートラノレ時点を「フラットで谷方向へ伸

び上がJり rスキーをフォールラインに落とすj (高木勲「スキー研究の新たな方向を探るj，運

動文化研究~，学校体育研究同志会研究年報， 1992年vo!，156貰。)としたため，学習者に加速に

よる不安定さという需題があった。

その後， SA] でも中間局面安長い持~間で直線移動とする教材を提唱した(平Jl I仁彦 '1991 シ

ーズン笑技研修テーマの概要と解説 基本運動の組み立てと活用j， Wスキージャーナル~ 1991年

2月号， 90~98 頁)。王子Jl I はその部分を「ニュートラル」な部分と呼ぴ，そこで行われる「重心の

前後移動」を「パラレルターンをを行うための最大の婆索j (同 98頁)としている。しかし， SA] 

の設定する「基礎的なパラレルターンJ では，舵とり期と切り換え期を「とぎれのない曲げ伸ば

し運動j (同 95頁)で「はずみj (平111仁彦「はずみのあるターン運動のありかたj，スキージャ

ーナノレ~， 1992年2月号， 91~102 貰)のある運動で，浅閤りを目標としている。しかし，初級レ

ベルにおいては r弾み」を目標とすることによって逆にスキー操作が不正確になり不安定な条件

を作りやすい，また，浅田りは中斜面，急斜磁で適応、できないという問題点があるので，本論で

提起する基礎的パラレルタ…ンは，深まわりで，極端な上下運動を用いず、に，弾みは目標として

いないという点でSA]の基礎的なパラレルターンとは異なるo

3 )平Jl I仁彦『前掲欝~， 96 

4 )マイネルによると，先取り」とは，運動目的の先取りと，一般にそれと結びついた運動投企の

先取り」をさし，組み合わせ運動において援要なカテゴリーとしている。(マイネル f前掲寄れ

164真， 228~236 貰参照)。

5 )前稿では，スキー運動を循環運動としてとらえたが，多様な条件に対応し様々な技術の組み合わ

せであることから，異なった種類の運動を結合する「組み合わせ運動系j (マイネル『前掲寄れ

164貰)としてスキー運動をとらえる(この点に関しては，井芹武二郎氏より示唆をいただいた)。

その場合，マイネルのいう「非循環運動の運動経過の訓練に際しでは， 3分節をはっきり形成す

ることが大切であるj (マイネル『前掲警~， 165頁)という続点はスキー運動においても当てはま

ると考える。

6 )小林はスキーブーツ内の足圧を測定し，その結果，上級者では，外足と内足の荷主義の交換が素早

く「明確な切りかえがみられる」としている(小林規，宮下充正「ブーツ内の足圧を計る j，wJ.J 

SPORTS SCIENCE~ 3 -2， 1984年， 121~131 貰)。佐々木らも上級者の回転においては，切り

換え直後，庄カに急激な増加が認められた」と報告している(佐々木敏， ïZ.I3~富秀，須殴カ，三宅

加藤満'PARALLEL TURNに関する遼勤学的研究j，r 日本体育学会大会号A~ ， 1986 

418頁)。奥田も開様にパラレlレターンの熟練者の「急激な加重」の交換を報告している(奥閤英

二fスキー上達の科学 なぜ、まわりどう防げるかれ講談社ブルーパックス， 1986年初版， 141貰)。

7)元ワールドカップレーサーの向部哲也は外足と内足の荷重喜配分の自己感覚を「ターンの前半では

7対 3くらい」で「エッジングの鰹は5対 5，6対4位J と述べている (Wスキージャ…ナJv~， 

1995年9月号， 30貰)。ここで，熟練者の運動感覚をここでの根拠とするのは，マイネ/レは自己

の運動を知覚する「運動性分析器」は熟練者においては r驚くべき精徽さと分化そ示しJ

的」な「自己観察」の震要性を指摘していることに基づく(マイネル『前掲欝~， 124~127 貰)。

8 )拙稿「スキー運動におけるパラレルターンの技術指導についてj，北海道大学教育学部紀要ぉ 72
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1996年， 143~161 

9)マイネル著『前掲警J，157 

10)リラックスとは主要局溜に対する相対的な解禁状態をさし，全身が可能な限り脱力され，必要最

小限のカのいれ具合の状態をさす。特に，

11)平}l1仁彦「前掲審J，96頁。

12)両足均等加重するための技術

13)左右のバランス保持のための技術

腕部の解禁を震視する。

14)先の姿勢の分析をもとに，リラックスを確保するためと，スキーの中心を中心とした回旋を行う

ためである(清水史朗著『スキーの科学，ロボットが教えてくれた回転の秘密J，光文社， 1987年)0

15)先の姿勢の分析をもとに，リラックスした胴体の姿勢の結果この腕の構えをとれる。

16)清水史朗 F前掲書』参照。

17)先述の経済性の原現に基づき構成した。

2.3.教材構成論

教材1)は r本来的には動作技指構造に規定されつつJ2)学習者の技術認識・翠得の発展を考慮し，

「すべての生徒J3)が教育内容を理解・習得可能なI1関序で再構成されなけらばならない。

教材購成の基本的視点は1.スキーの運動構造の各局面の「機能的相互関連」勺 2.各局面

内における各個別技術開の相互関連 3.学習主体の心理的特性といった 3つの関連で教材構成

を行った。

1に関しては，運動一般において準備，主要，終末といった各局面は r先行する局面において，

つぎに続く局面の各動作技摘を先取りするという目的的関連Fと「先行する局面の動作技術の結
果によって後続の動作技術が規定される結果的関連J5)があり，この「機能的相互関連」を考慮し

て教材構成を行う。すなわち，まず r主要局面の動作技術を中心に終末局面・準錆局関の動作技

術の条件設定をはかり，粗形態における基礎経過の獲得をなるべくはやく成功させる。これを基

礎に主要局面の動作技術をはじめ各動作技摘を各局面の相互関連のなかで習得させることである

2に関しては，主に，外スキーを操作する技術と内スキーを操作する技術の相互関連で教材の

順序摸造を構成した。なぜなら，スキー運動においては，外スキーは回転を行うのに主要な役割

を果たし，内スキーははその成否を助けたり，妨げたりするといった様に外スキ…の成巣を規定

している。また，逆に，外スキーの操作が内スキーの操作を規定する関係もある。両者は互いに

相互関連しているのである。この外スキーと内スキーを操作する技術の協応技術を中心に構成し

た。

3に関しては，スキー運動においては r安全に・安心してJということが基本的な視点となり，

後者に関しては， リラックスの確保と関連して重要な視点、と考える。この視点を考慮して，

斜面・回転弧・スピードを教材の中に適切に構成した。

以上の 3つの視点、をもとに教材構成を行い，その運動構造の大きな違いから「プルークターン

1 J iプルークターン 2J iパラレlレターン 1J の3段階に区別した。

プルークターン lの準縮局面では，基底面を広くし，バランス保持を容易にするため，また，

閉転の条件である角づけ角と迎え角の準備をするため，開脚の股関節外転と内旋を左右均等に行

い広いノ、の字を作る6)。ここでは，リラックスを確保するために，腕体を前傾させずに鉛直とした

姿勢をとらせる。主要局面では，外スキーを適切な方向九量，時間，強さで開方へ押し出し雪面
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抵抗を受け回転する外脚の押し出し技術を指導する。この際の内スキーの操作技術は I内スキー

からの抜震によって，フラットまたは，僅かな内開角づけ」を実現するための「内脚の外転・屈

曲技術」を位置づける。これは，さきの論文の課題から内臓の技舗を位置づけた。終末局面では，

次の準備局面のニュートラルな姿勢へ移行することが目的であるが，前の主要局面では，時蹄は

ほぼ等しく外転されており，胴体は両スキーのほほ中央にあるので，立ち上がり方向は I進行方

向に対して前・ となるo この段階においては，ごく緩い斜面でごく緩い速度で学習する。田

転弧は 45"X3 mX 3 m程度8)が適切なスピードとなり，適していると思われる O

次のプルークターン 2では，主要局面における外脚の技術の質的発展を指導する。すなわち，

「外脚の内旋技術J を指導する。外勝の内旋技術?とは I大腿部と体幹がほ段鉛護上に保たれた姿

勢から，開1関節を埋かに曲げながら外脚の股関節内旋を行う技術」であり，これによって，外ス

キーの胆旋の中心をスキーの長軸に対して中心部分に近い点で回旋することができ，いわゆるト

ップの内鶴への留し込みが行われ，自転弧を深く切り上げることが可能となる。この技術を行う

ことによって，外スキーに乗ることが安定してできるようになり，バランスが向上し，結果とし

て，内脚の外転・内旋を減少を可能となり，狭いスタンスを習得することができる。スタンスが

狭くなることは，外脚の内旋による外スキーのトップの内側への回転に対して，内スキーのトッ

プとの交差が起こりやすしそれを防ぐために，内脚の僅かな外旋技術による内スキーのトップ

開き技術を行う必然性が生じる。

また，主要局面でスタンスが狭くなることは，終末局関から準備局面への立ち上がり方向を「わ

ず、かに谷側へといった変化を生じさせる。また，スタンスを狭くすることは，準備局詣では，大

腿部を起こした高い姿勢を容易にとることができる様になる。これにより，さらに続く主要局面

での外脚の外転の減少と内旋の強化を行うことができ，内脚は最終的には外転が無くなり，屈尚

と僅かな外旋が現れる。この様な循環によってスタンスをさらに狭くしていくことができる。こ

のメカニズムによって最終的には，雨脚の開き角度が20"程度まで狭くして滑ることがこの段轄の

目標である。

次の段階のパラレルターン 1では，プルークターン 2の到達目標を前提9)として，外2郊の内旋と

内騨の屈崩・外旋を同期的に行え，平行スタンスの回転を学習する。続く終末局面では，前の主

要局面において身体はプルークターン 2に比べより回転内側に位置しているので，準備局面のニ

ュートラルな姿勢に移動するためには，立ち上がり方向が「より谷側」と変化する。準備局面に

おける平行でのニュートラル姿勢は，続く主要局面において，平行自転するための前提となり，

それによって，続く主要局面もより容易に，両脚の開期的自旋による平行スタンスを実現できる。

各段階の教材を学習するに当たっては，さらに以下のような段階的な教材構成を行った。スキ

ー運動は，左右の単回転の習得を前提として，連続屈転が保証されると考える。従って，各段階

においては，まずは，左右の単自転において，準備局菌一主要局面の技術を認識・習得させる。

その擦にも，はじめから単回転を丸ごと指導するのではなく，単回転へ発展する準備一主要局面

の技術を含み，学官者の安全性，安心性，達成容易性を考慮して Iプルーク斜滑降から山まわり J

といった回転の1/4の部分を学習する。この教材において，最も初歩的な準髄一主要局面の技術

の習得をねらう。次に，この教材を習得することによって，徐々に自転弧の長さを大きくしてい

く。そして，最終的には，谷間りによる単回転を習得する。

次に，左右の単回転を結合する終末局面の技術を学習する。ここでは，連続2回転が飛躍の最

も少ない教材ではあるが，できるだけ早くに連続回転のリズムや滑走しながらの先取り 10)を学習
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させるために，在右両方向の終末局面を含む連続3回転を教材として位置づける 1九単回転での技

術が確実に習得されていれば，連続3回転が実現可能と考える。

連続3回転の技術が習得できたら，連続回転の中で準備…主要 終米局部の技術の安定化を目

指す。しかし，ここでは，単にそれらの安定化ではなく，次の質の異なる段階に発展できる必然

性を含む教材として構成する。

そして，この連続回転の目的的な滑り込みによって，質のことなる次の段階に移行する。

、亙

1)教材とは r教育内容を正確に担う笑体として，子どもの認識活動の直接的な対象であり，科学的

概念や法則の確実な習得を保証するために必要な材料(事実，資料，教具など)j (高村泰雄著「教

授過穏の基礎理論j，講座・日本の教育し，新日本出版社， 1976年， 56真)という定義を基礎

として，スキー運動においては r学習者に教育内容である技術を確実に認識・習得させるための

具体的手続きを含む運動形態・技法」をさし，この技法そのものも習得の目的となる。

2 )井芹武二郎，毛湾内常夫「クロール泳法の指導についてj，市立名寄短期大学紀要~， 23号， 1991 

年， 82 貰~98

3)高村泰雄，前掲『物潔学教授法の研究れ 12

4)弁芹武二郎「平泳ぎの指導についてj，北海道大学教育学部紀要れ第55号， 1991年， 194貰

5 )井芹武ニ郎，前掲「平泳ぎの指導について」および， G.シュナーベル編，綿ヲi勝美訳 f動作学一

スポ…運動学~，新体育社， 1991年， 121~123 頁参照。

6)後述するが，雨脚の開き角度が35"以上のものを「広い開き角度j，20"~35"未満のものを「狭い開

き角度j，200以下のものを「非常に狭い開き角度」とした。

7)後述の教授プログラムに示してあるように r外スキーのトップを支点として，テールを扇形に開

き出すjo

8 )回転弧を表すr450X3 mX  3 mjという意味は，中間局面の直線移動の部分がFLに対して 45。位

で3mの長さで，囲転落差が3mという意味を表す。

9)先の実験より，狭いスタンスになる前にパラレルターンを指導しでも，内脚の外旋を意識するあ

まりに，かえって外スキーにうまく乗れないという結果を得ている(部稿「スキー運動における

パラレルターンの技術指導についてj，W北海道大学教育学部紀要~， 72号， 1996年， 143~161 頁)。

10)井芹武二郎氏の示唆による。

11)学校体育研究同志会の考えに学んでいる。

2.4.評価論

1)評価の方法と視点

教授理論・教授プログラムを評価する視点・方法を高村の浬論に依拠して次の方法で評価する l)0

1.学習過程が教授プログラムの意関した様に遂行されたかどうか授業過程の評髄

2.学習者の到達結果の評価

「達成度 80-90%Jを評価基準としている高村の考えに依拠する。

3.学習者の感想文の分析

高村は rクラスの過半数が歓迎する」ことを評儲基準としているが，スキー学習授業において

は，授業を還して，スキーを楽しみ，好きになることがなににもまして重要であると考えるので，
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授業後の感想文によって「授業を歓迎Jし，今後スキーを続けて行きたいと思うものが80%以上

であることを合格基準とする。

2 )学習者の到達結果の評価について

先行研究において様々な評価方法が行われている2)が，評価の基準・方法は教育呂標との関わり

で具体的な手続きとして設定する必要がある3)ので，独自に以下に構成する。

学習者の最終的な技指達成を r1.中間局面の側面観」と r2.回転局面の正面観J r 3.安定

度評価」をビデオ分析より評価する。 r1.中間局面の側面観」では主にリラックスした姿勢がと

れているかを評備する。 r2.回転局面の正商観」ではスキーの形状と両脚の開き角度によって，

どの教材の段階にいるかを評髄ずる o r 3.安定度評錨Jでは，間転の安定性を評備し，各教材の

習熟度を評価する。それぞれの評価視点・基準・方法を述べる。

1 .中間局面の俣.1][笥観

ビデオ記録の中間局面を静止させ r腕体の前傾角度」と「谷腕の肘関節の屈曲角度」の 2点、を

評価する。

「胴体の前傾角度」は谷関峰と大転子頂点を結んだ、線とスキー長軸とのなす角のうち，スキーの

トップの慨にある角の角度を評価する。目標とする側面観においては，その角度がほぼ90度に近

いことが目標であるが， 70度以下を不合格とする。これ以上前傾している姿勢は，先述の様に不

経済な姿勢と考えるからである。

「谷腕の肘関節の屈曲角度」は，罷峰と榛骨小頭を結んだ線(上腕)と榛骨小頭と茎状突起(前

腕)を結んだ、線とのなす角度を評髄し， 90度以上屈曲しているものを不合格とする。この状態は

腕が屈曲して力みや緊張が起こっていると考えるからである。この2点を評倍することによって，

目標とする側面観の全体をほ段評価でき，目標であるリラックスした姿勢を評価できると考える。

R 
議

場

と不適切な側頭観> <適切な腕 <不適切な

<適切な側面観> の構え)> 腕の構え>

関 g

2.主婆局留の正商観

回転局面のビデオ記録で，学習者がどデオに対して，両スキ…の迎え角が等しくなった時点を

正面観とし，その静止画像の「雨脚の開き角度」と「スキーの形状J を評価視点とする。

「両脚の開き角度」とは，雨脚のスキーブーツの内棚と股間を結んだ線のなす角度である。

「スキーの形状Jは，ビデオに対する荷スキ…の迎え角が無いものを「平行」とし，迎え角があ

るものを「ブルーク」とする。両脚の開き角度とスキーの形状の関係からの各種毘規定は表1の

様になる。
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表<再脚の開き角度とスキーの形状からみた回転局菌の正蕗鶴の評価基準〉

雨脚の開き角度 形状 教材規定

200 未満(非常に狭い捌き角度) 平行 パラレルターン1

20。未満(非常に狭い開き角度) ブルーク パラレルターンlの前半

200 ~35。未満(狭い捌き角度) 平行 ブルークターン2

200 ~35。未満(狭い関き角度) ブルーク ブルークターン2

35
0 以上 (広い隣き角度) 平行 ブルークターン1

35
0 以上 (広い隣き角度) ブルーク ブルークターンI

<狭い隠さ角度> <広い際き角度>

<平行の形状> <ブルークの形状> <平行の形状> <ブルークの形状> <ブルークの形状>

国 10

3. r安定度評偲J

スキー運動における安定性は，身体の安定性とスキーの安定性があげられるが，スキーの安定

性は身体の安定性へと反映され，また，スキーの安定性は評価しず、らいという問題があるので，

身体の安定性を評儲視点の中心とする。さらに，H同体と腕の動きがさらに分析しやすいのでそれ

らに着毘して表2の様に「不安定回転J rほぽ安定閤転J r安定回転」の 3つに分類した。

こららは，スタートからゴール(目的地)までの連続回転の中で分析を行う。

表 2 <安定度評価基準〉

安定度 内容

不安定回転 -転倒

-連続回転を行えず停止した。

-回転始動期の意額約なストックの使用ではなく、組転途中での停止やバランス保持のためにストッ

一き出して突いた J 
-腕が雪阪に{すくまたは膝関節が90。以上屈曲するなど、転倒寸前 の大きなバランスの乱れがある

ほぽ安定回転 -不安定問転の内容が見られない。

-不意なバランスの苦Lれのために、総体・腕がいずれかの方向へ急激に20cm以上動く

-胴体の急激な動きは克られず、腕がいずれかの方向へ20cm以内の動きがみられる。

安定図転 不安定回転、ほぽ安定自転の内容がみられない。
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主

1)高村泰雄 f前掲寄れ 15~17 頁。

2 )大瀬らは， 70mを5回転， 50mを7回転と回転数を規定し，そこでの，規定回転数の過半数以上

課題を達成したものをシュテムターンなどの教材の到達レベルとし，さらに，規定回転数と内ス

キーを持ち上げた回数から学習者の最終的な滑りを評価した(大瀬隆，坂本勲，井芹武二郎 rス

キーの技術指導について一一一プル…クボーゲンからシュテムターンへの発展過穏について j， 

r~t海道体育学研究れ第 14 巻， 1979年， 49~58 頁)。

原らは，ビデオ記録をもとに，スキーの形状と左右の回転の所婆時間から評価している(原通

範・矢野勝・加藤弘・中俊博・松岡奥「スキーの技術指導におけるワイヤレスレシーパーの使用

効果(その 2)一一一スキ…指導法・教穫に対する若干の提言 一j，日本スキー学会誌j，Vo1.3， 

No.1， 1993年， 161~174 頁)

山岸，的場らは，学習者の側面観の関節角度と正面観の震心位置から評価している。(山岸俊樹，

関矢資秋，三浦望慶「スキーにおけるプルークボーゲンから初級ノfラレルターンへの潔熱過程j，

F日本スキー学会誌j，Vo1.7， No.1， 1997年， 99~110 頁。的場一彦，樋口健一，鈴木義幸，関矢

貴明，三浦望慶「スキーにおける異なる姿勢での荷重位置の分析とその指導一一前傾， q:tfl頃，後

傾姿勢について一一j，r El本スキー学会誌j，V叫ん 1，127から 39貰， 1996年)。

3 )潟村泰雄編著 r前掲脅j，11頁。

3 .教授プログラム

本来教授プログラムとは教授過程を客観的に示し，教師の指示内容が明示されたものであるが，

ここでは，その量的な問題から教授プログラムの骨子を述べる。

1 .導入段階 (25分)

用具の取扱方法，準備体操，階段登行，方向変換の方法が内容として位置づいている。

2 .ブルークターン 1 ごく緩い斜面，ごく緩い速度

ねらい:広いハの字で，中間局面でリラックスした基本姿勢で，

国軽期にずれの多い回転ができる。

2.1.ブルーク斜滑蜂の基本姿勢 ( 5分)

宅

ねらい;プルーク斜滑降の基本姿勢の認識とその場での学習

内容;王子行スタンスとハの字のスタンスの違いを説明し，ハの

学のスタンスがスピードを調節することに過していることを説

明する。次に，足を庸幅位に開き，雨脚を内旋して，ハの字の

観
世
間
削

d
時
1

i
a司
也

dj銭

4

商
工想と壊

スタンスを作る。

足首をしっかり前傾させ，すねでブーツを押す。尻を足の真上に位置させ胴体を前傾させず，

ほぽ鉛直とし，間を下げて，腕は下に伸ばして下げ，体醐より 20cmほど離してリラックスして

構える。ストックの先を後ろに向けるo 腕体を左右に傾けずに，両スキーの中央に位農させ，両

足に均等に体重を乗せる(加重という)。足の裏金体に体重を乗せる。説明をしながら，学習者に

その場で基本姿勢を行わせる。

臨 11
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2.1ブルーク斜滑捧の推進滑走(5分)

ねらい;プルーク斜滑降の基本姿勢を維持して推進滑走ができる。

内容;プルーク斜滑降の基本姿勢を維持して，ストックで潜ぎながら

進む。ストックはスキーブーツの躍の横辺りに後ろに向かつて突く。

600X 10 m の中で，各自 5~7 回行う。各方向 2 閤ずつ。「ハの字を保

ったまま進むJl)

2.2ブルーク斜滑降から山まわり (50分)

295 

FL 

子ζ;;。
図12

ねらい;30
0x 1 mのプルーク斜滑降の基本姿勢から山まわり停止ができる。

内容;リラックスしたプルーク斜滑降の基本姿勢から胴体を閤転外側に傾け，外足首を前傾し，

外腰2).g間体を外スキーの鉛誼上に乗せ，外スキーに加重し，谷スキーのトップを支点としてテー

ルを斜め前方へ扇形を描く様に押しずらす。

腕体を内側に傾けて聞かない。胴体，腕をスキーのトップ方向へ向ける。スタート前に事前練

習を 10間程度行い学習者の開く方向，姿勢などを確認する。 60
0

X1 mで各方向5田， 45
0

x 1 m 

で各方向5屈を 2回(計10閤)， 30
0x 1 mで各方向4回行う。「リラックスした基本姿勢から谷

{則に傾き，谷スキ…を押しずらす」

FL 
60
0 

左足を際く際に内 左足を罪悪く際に外駿・胴体が左
<谷スキーを開き出す方向>

傾した悪い開き方 スキーの上にしっかりと乗つ
図 13

図 14 の姿勢 た良い盗勢。

関 15

2.3ブルーク斜滑降から谷まわり(10分)

ねらい;45
0x 2 mのプルーク斜滑降の基本姿勢から谷まわり停止ができる。

内容;山田りと同じ技術で次の外スキーを押し出し谷間り回転を行う。45
0

X

2mで各方向3囲づっ行う O「リラックスした基本姿勢から外側に傾き，外

スキーを押しずらす。回転が停止するまでその姿勢を保つj

2.4連続3臨転(8分)

ねらい;プlレーク斜滑降の基本姿勢を含む連続3閤転ができる。

内容;45
0

X 2 mX  3 m 程度の単回転を行い，完全に停止する前に，逆側の

プノレーク斜滑降の基本姿勢へ移行し，逆側の谷まわり回転をし，・さらに同

様にもう一回転して停止する。中開局面で安定した基本姿勢をとるために，

前の囲転で安全速度になってからプ/レーク斜滑降へ移行する。 l回。「谷田

り単囲転から基本姿勢になって，そして，次の外スキーへ加重してターン」

F~L 

?ょう
関 16

国 17
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2.5連続回転

ねらい;プルークターン 1で安定回転が4回転以上できる。

内容;プ/レーク斜滑降の基本姿勢がとれ， リラックスがとれること，回転する際の押し出し方向

や姿勢，力の入れ呉合を適切にでき，自転が安定しでできることを目指して，各自 4~6 自転で

5回行う。用語は連続3回転の繰り返し。

3 .ブルークターン 2 緩斜臨，低速

ねらい;狭いノ、の字で，中間局面にリラックスし，安定して間転できる。

3.1単屈車五 (20分)

ねらい;外輔の内旋技術によって谷まわり単回転ができる。

内容;蔚嬬位のハの字のスタンスから，外スキーに外腰・腕体をしっかりと乗せ

て加重し，外脚を内旋して，スキーの中心部を支点として外スキーを回旋して回

転ずる。胴体・腕を外スキーのトップ方向に向ける。回転が停止するまで，スキ

ーを山側へ回し続ける。

事前練習は，まず，その場で山スキーを持ち上げて，内外旋を 10囲ほど行い，次

フラットに置いて行う。60'X3 mX  3 m程度の単自転を各自各方向4田

|1) 
国 18

l~ 
図 19

程度行う。用語「両足均等加重のリラックスした基本姿勢から，外腰・胴体そ外スキーに乗せ，

外脚を内側に回す」

3.2連続3回転

ねらい;中関局部でリラックスがとれた基本姿勢で，四転局詣では外脚の内旋技能を使って連続

3回転が回転できる。

内容;3.1の要領で単閉転し，各自の安全速度になったら両足均等加重の基本姿勢へ移行し，リラ

ックスし，体勢を整える。そして次の間転へと移行する。田転弧は 3.1と同じ。「両足均等加震で

リラックス，外脚を加重内旋してターン」の繰り返し。

3.3連続困較

ねらい;中間局面でリラックスがとれた基本姿勢で，自転局菌では外脚の内旋技術を使って連続

回転できる。

内容;3.2の要領で自転数を増やす。中間局菌では腕を下げ，胴体を超こし，リラックスを，回転

局面では，安全速度になるまで外脚を内旋し外スキーを回し込むことを意識する。

方法;60'X 5 mX 5 m位の回転弧。初めは， 5~7 呂転で行い，徐々に回転数を増やす。 50m 程

度の緩斜面で 3~5 回転を 8 回行う。リフトを利用する。間数;連続回転で 25 回転X 5由。用語

は3回転の繰り返し。

3.4ストックワーク

ねらい:適切なストックワークを習得する。

内容:準備昂面で直練移動をしている時に，谷慨の肘・ を曲げ，ストックを前に出す。肘と

手首を下方向へ伸展し，ストックを軽く手前に演しながら，トップとブーツの間で10cm位離し

て突き，次の外脚に加重・内旋して回転を開始する。 3. 3と開じ回転弧で行う。単回転で各方

向3間づっ。連続2回転で中間局面でどちらのストックを出すかを考えながら各方向 1回づっ。

連続3回転を 2回行う。次に，連続回転で安定化をはかる。 25回転X5問。「出して，突いて，タ

ーンJ
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4.ブルークターン 2の滑り込み 緩・中斜面，低速・中速

4.1内スキーのフラット抑え

ねらい;内脚の屈曲・締め技術によって，内スキーをフラットで押さえる技術の習得。

内容;回転局面に外脚の加重・内旋技術，適切なポジションを保持しながら，内スキーを雪留に

プラットに軽く置く。内脚を軽く曲げ，内脚の膝を外脚の藤につける(内脚の屈曲・締め技術)。

外スキーに安定して乗れることが前提である。緩斜面で低速で5mX  5 m位の田転弧で行う。 25

侶転を 4囲。「立って，突いて，外脚を閉す，内脚は，曲げてフラット」の繰り返し。

4.2中間局面に脱を前に出し高い姿勢告とる。

ねらい;中関局面で高い腰のポジションでリラックスする。

内容;前の回転局間終了後に尻を前方向に出して立ち，高い姿勢でリラックスをするo

方法;(1)と開じ斜面，速度，回転弧。 25回転を4盟。

用語 r立って，リラックス，突いて，ターン，内足フラット J

4.3小田り回転

ねらい;小田り回転を行う。結巣として， I村脚のわずかな外旋技術が必要となり，スタンスを狭

くするo

内容;外脚を素早く内旋し，外スキーを素早く閉す。外スキーの上にしっかりと腕体・外腰を乗

せて行う O 内スキーのフラットを保つ。中間局面は素早く基本姿勢に立つ。減速するまでスキー

をしっかり閉す。内{領してスキーを側方へ押し出さない。緩斜面，抵速で， 2 mX  3 m位の回転

弧で行う。 25囲転を4回。 て，突いて，素早く回す」

4.4大きな癌転

ねらい;自転半径を大きくし，スピードを上げて滑る。スピード能力の向上。

内容外脚をゆっくりと囲旋し，大きな自転をする。中間局面の滑る角度も浅く，長くしスピー

ドを出して滑る。緩斜面で中速で， 10 mX  15 m位の回転弧。 25回転X4問。「立って，突いて，

ゆっくり回すj

4.5両膝を着けてターン

ねらい:両藤をつける様にして狭いノ、の字で自転する。

内容:内閣]の屈曲・締め技争f，jとスタンスを狭くすることによって，出膝を谷膝にくっつける様に

する O 実際には多少離れてもよい。外脚を内旋し，適切なポジションをとり，外スキーにしっか

りと乗る。内スキーはフラット維持。緩斜面，低速で行う。初めは， 5 mX  7 m位の沼転弧で行

い，慣れてきたら小田り回転2mX  3 m位で行う。各自転弧25囲転X4問。「立って，突いて，

内膝をつけながらタ…ンJ

4.6 $斜商を滑る

ねらい;中斜商を大回りで安定して滑ることができる。

内容;回転局閣で外スキーにしっかり乗り，山側にスキーが向き，各自の安全速震になるまで，

外脚の内旋を行う。中間局面を短くする。初めは 1ターン毎停止して行う。中斜面で低速で滑

る。 2mX  5 m位の閏転弧。 25回転を 4由。 「立って，突いて，遅くなるまで、回す」

4.7スタンスを狭くする

ねらい;腰輔位の狭いノ、の字を習得する。

内容:外脚の内旋を行い，外スキーにしっかりと乗りながら，内脚の屈曲・締め技街によって内

スキーのフラットを維持し，スタンスを狭くして滑る。緩斜面，倍速で行う。 5mX  7 m{立の屈
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転弧で行う。「立って，突いて，閉す」

5. J{ラレルターン 1

ねらい:緩斜臨で， f~速で，腰幡位の平行スタンスで，中間局面にリラックスをとって回転でき

る。

5.1単回転

ねらい;爵脚の同時間旋技掘によって平行スタンスで回転する。

内容;縄脚の王子行のスタンスで高い姿勢から，外脚を曲げ外腰・胴体をしっかりと外スキーに乗

せて，外脚を内旋するのに同期させて，内騨を屈曲・外旋する。外腰・胴体は両スキーのトップ

方向へ向ける。緩斜面で，低速で， 45'x 5 mx 5 m位の回転弧で行う。各方向1問。「間足均等加

震の高い姿勢から，突いて，荷崩lをひねるお

5.2連続3回転

ねらい;開制平行のスタンスで，両脚の同時四旋によって，連続3回転安定しでできる。

内容;5.1の要領で単田転し，各自の安定速度になったら，開脚王子行の基本姿勢に立ち上がり，リ

ラックスして，体勢を整え，次の間較局面へ移行する。 45'x5 mX 5 m位の回転弧。各方向から

スタートして 1間づっ。「立って，突いて，両足囲旋J

5.3連続閤転

ねらい;中間局面でリラックスがとれ，回転局面で間関の同時間旋技術を使って連続四転できる。

内容;5.2の要領で閤転数を増やしていく。中開局詣でのリラックスを心がけ，間転局面では，安

全速度になるまで外スキーを回し込む。緩斜面で，低~中速で行う。45'x5 mX 7 m位の回転弧。

25回転X4自転。「立って，突いて，両脚を閉すJ の繰り返し。

6 .パラレルターン 1の滑り込み

ねらい;緩斜面で安定して基礎ノfラレルターンの中回りと小田りができる。

6.1中開局関の短縮

ねらい;中間局面のプルーク斜滑降を短くする。

内容;素早く，適切に，プルーク斜滑降へ移行し，次の閤転局面へと移行する。

方法;緩斜部，中速， 3 mX10m位の田転弧。 10閤転X2 @] r立って，突いて，ターンJ

6.2小回り回転

ねらい;小田り閉転を安定して行う。

内容:趨い基本姿勢で，素早い回旋により，小田りを行う。緩斜面，低速， 2 mx 4 m{立の閤転

弧。 15閤転X2回 「立って，突いて，ターンJ

6.3 I}ス。ム変化

ねらい大回りと小回りを組み合わせて滑る。

内容;回転期おける加重・回旋の量，速度によって大回りと小田りを行う。大田り 4昭，小田り

6自の繰り返し。 20回転X4回

j主

1)指導内容を学習者に意識化するのを助ける用語である。

2 )外腕1の大転子部分を指す。
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4.実験授業

4.1実験授業の方法

実験授業は札幌市のスキ…場1)iこおいて， 1996年 12月14，15， 21， 22日の 4日間に 1日お

よそ 4時間の指導で，本チ1'1出身の女子大学1年生7名2)を対象として，筆者自身の指導によって行

った。授業は作成した教授プログラムに基づき行われ，その大部分の過程をピデオに記録した。

また，各日ごとに教資内容に対する理解，疑問，授業に対する感想、についてのアンケートを行っ

た。

4.2授業過程

表3に実施された指導教材，回転数

を示す。授業過程はほぼ教授プログラ

ムの意関する通りに進行した。問題の

あった授業過程は， 2日目午前に， E， 

Fらが地の者らより少し学習速度が遅

れ， リフトに乗ることが可能な状態に

なるまで地の者より少し遅れた。

また， 3日目午後に，スタンスを狭

くすることを話的として，-4.プルー

クターン2の滑り込み」を教授プログ

ラムに基づき行ったが， A， B， Gら

の3名はスタンスが狭くなったが，他

の4名は狭くなることができなかった。

4日目午前も引き続き，スタンスの

狭くならないC，D， Eの3名 (Fは

欠席)に滑り込みの教材を行ったが，

スタンスがなかなか狭くなることがで

きなかった。この段階で，パラレルタ

区

分

1午

目前

g午

後

2午

a前
活午

後

3午

日前

目午

後

4午

日前

目午

後

時

間

95 

分

115 

分

120 

分

90 

分

135 

分

90 

分

120 

分

60 

分

表3

指導教材 回転

(リフト菌数) 数

rl導入段階J'" 50 

r2.3ブルーク斜滑降から谷まわりJ 毘転

r2.4連続3回転J'" 60 

r3.3ブルークターンヱ連続回転j 自転

r3.3ブルークターン2 連続田転j 100 

1リフト 2回} 回転

r3.4ストックワークJ 90 

(リフト 3閉) 回転

r3.3ブル{クターン2 連続囲転J-200 
r3.4ストックワークJ {リフト 7回) 剖転

r4ブルークタ…ン2の滑り込みj 250 

{リフト 9間} 回転

r4ブルークターン2の滑り込みJ- 500 
rS.3基礎パラレルターン連続回転j 毘転

rS.3基礎パラレルターン連続回転j 120 

1 (リフト 4酪} 阻藍

ーンを導入しでもできないのは，先の実験結果3)からわかっていたが，時間の都合で，リフト 4本

自から基礎パラレ/レターンを導入した。 A，B (Gは欠賭)は，教授プログラムの意関した通り，

ほとんど平行回転となった。 C，D， Eは段々と，狭いノ、の字で回転するようになった。

4.3授業結果

先に述べた評価論に基づき学習者の技術到達結果を表4に示す。

この結果から目標とする「緩斜面整地でパラレルターンを 2種類以上の異なる関転弧で安定して

圏転できることJ を達成したのは o名であった。
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表4 技術到達結果

名前 雨脚の開き スキー 腕体 安定度 間転狐 到達段階

角度 の形状 前傾

A 非常に狭い ハの字 O O 安定 中廻りのみ パラレルターン lの前半

8 非常に狭い ハの学 O O ほぽ安定 中腐りのみ パラレルターン1の自在学

C 狭い ハの字 O O ほぽ安定 中限りのみ ブルークターン2

D 狭い ハの字 O O }まぽ安定 中間りのみ ブルークターン2

E 狭い ハの学 Q 民不安定 叩りのみブルークターン2

注

1) 12 月 14~21 までは，テイネオリンピアスキ 白樺ゲレンデ(全長300m，平均斜度13度，

最大斜度20度，コースプロフィールより)で行われた。最終日は，テイネハイランドスキーの林

間コース(全長1200m，平均斜度目度，最大斜度21度，コースプロフィールより)，パラダイス

ゲレンデ(全長600m，平均斜度12度，最大斜度24度，コースプロフィールより)で行われた。

2) 7名のうち， A， D， E， Fは過去のスキー経験はoBであり， B， Cは過去に 3日， Gは1B 

のスキー経験があったが，いずれの者も回転することはできない初心者であった。 F，Gは最終

日欠席したため到達結果評価の対象から外した。

3 )拙稿「スキー運動におけるパラレルターンの技術指導についてJ，北海道大学教育学部紀婆~， 72 

1996年， 143~161 頁。

5 .教授理論・教授プログラムの評錨

5.1. !3穣論

弼達目擦を達成したのは o名であった。 A，Bらは臣標のパラレルターン 1の前半までの習
得であり，この 2人は実際は 3日目午後にプlレークターン 2の到達目標を達成しており 4日目

午前始めからパラレルターンを学習できる状態にあった。しかし，他の3名がまだ，プルークタ

ン2を達成しておらず，パラレルタ…ン 1の学習を導入しなかった。従って，もっと早い時間

からA，Bらにパラレノレターンを指導していれば十分にパラレノレターン 1の中間りを学審可能で

あったと予想、できる。また，小回り回転の要領はプルークターン2の滑り込みで学習しており，

小田り回転も習得可能であったと予想する。

また..C， D， Eらが目標に到達できなかった原閣として，後述する教育内容・授業過程(プ

ノレークターン2の滑り込み)に問題があり，設定した目標は，目標論で述べた基本的考えに基づ

くならば，低めるべきではなし妥当と考え，それを可能とする内容・教材を構想することが重

要であると考える。

また，最終日のアンケートに，-かなり急な斜面(実際には 20度程度の斜面)を滑って降りら

れたときは，本当にうれしかったですJ (D)といった内容の感想、が3名からあり，急斜面を克服

できた喜びがあり，これらを目標として位農づけるべきかの再検討を要す。
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5.2.教育内容の構成について

前プログラム1)と比較して，鯛体や腕の位置を明確に示した内容の結果，前田現れた「内傾」や

「腰折れ」による回転ができないという状態は起こらず，この点は評儲できる点である。また，

習者全員がリラックスした側面観を習得しており，リラックスの内容化が有効であったと評価す

る。プルークターン 1での内スキーのフラット，または，僅かな内側角づけを維持するための内

蹄の外転・屈曲技術は実際に指導されたが，それが効果的であったかを評価することはできなか

った。評価論とも関連して今後の課題となろう。

問題点として，プJレークターン 1の「プルーク斜滑降から山田り Jにおいて，回転を学習する

ための教育内容でスキーの操作に関して「谷スキーのトップを支点としてテールを斜め前方へ扇

形を描く様に押しずらす」としたが，忠実にそれを行った学習者は回転が起きないということが

ビデオ記録より見られた。回転が起きた者はスキーを「谷スキーを前方向へ内スキーのトップを

追い抜かすようにして開いた者Jが回転できていた。この点に関して教育内容の再考が必要であ

ろう。

プノレークターン2の滑り込みにおいて， C， Dのスタンスがなかなか狭くならなかった。この

部分が予定していた時間を超え，パラレルターンを習得することのできなかった主な原留であるO

スタンスが狭くならなかった原閣として，実擦の指導において，-外勝の内旋技術」よりも，-内

脚の外転・内旋技術の減少」が強調されたことがある。本来，-内脚の外転・内旋技術の減少」は

外蹄の内旋技術の質的発展を前提として行われるのだが，その前提よりも結果の部分を強調して

しまった点である。ビデオ分析をしてみると，スタンスの狭くならなかったものは，-外スキーを

側方へ押し出し」ているために，外脚が内脚より外側へ離れていき(外脚の外転が増加している)， 

スタンスを狭くすることができないという点からこれらのことが雷える。

しかし，教育内容構成において，スタンスが狭くなる技術として，外脚の外転の減少は{立讃づ

いていなかったことも事実であり，この点は今後の検討課題であろう。「プIレークボーゲンからパ

ラレルターンまで，外脚と腕体の関係はほぼ一定で内脚の位置だけが変化する」と経験的に考え

ていたことは，適切ではなかったといえる。

その他の教育内容はほぼ適切であったと評価する。

5.3.教材構成について

A， B 2名がパラレノレターンの前半まで習得しており，狭いハの字を習得することによって，

パラレルターンへ移行可能であることを再確認できた。従って，教材構成の3つの基本的な視点

はほぼ適切であったと評価する。

問題点として， E， Fらが28目午前の段轄で偽の者よりも学習が遅れた原忠をビデオ記録で

分析してみると，第1日目の午前の教材(プルークの推進滑走，プlレーク斜滑降から山田り，単

回転，連続回転)のどの段階においても，他の者と比べて不安定な状態で，次の段階へと進んで

いた。すなわち，授業過穫において到達目標が達成されないまま，次の段階へと進んでいたこと

になる。各教材における学習間数の不足と到達目標の擾昧さが課題として明らかになった。

先述の内容構成でも触れたが，ブルークターン 2の滑り込みの教材は有効に機能しなかった。

特に「スピードアップ」の教材はねらいとは逆に，学習者が安定を得るためにスタンスが広くな

ったという現象もみられた。これらの，学習斜面，スピード，回転弧を学習者の安全，安心の観

点のみならず，技術向上を効率よく達成させるためにいかに構成するかの検討も課題である。
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5.4.評価論について

学習者の到達結果を評価する方法を明確に示した点は「授業の科学的研究J2)にとって必要なこ

とであり，単純で指導現場でも容易に評価できる内容を位置づけた点で評価できる点であろう。

しかし，側関観のどデオ記録が真横から撮れず，より正確な評価を行うことができなかった。ビ

デオ記録方法の検討も今後の課題である。

アンケートについては，教育内容や動作で学習者が難しかった点を項目として位寵づけていな

かったために，学習主体の実感を聞くことができなかった。

また，学習者の使用している用異についても調査する必要がある。それは，スキ…学習におい

ては用具によって上達の速度が大きく規定されるからである。

5.5.教授プログラム全体の評価

教授プログラムには，以上述べた解決すべき課題が多数ある。しかしながら，転倒回数が少な

くヘリラックスした姿勢で，将来パラレルターンを習得可能性をもっ段階までは習得させること

ができたという点では評髄できるものである。また，学留者の全員がこの授業を「大変楽しかっ

たJ と答えた4)ことは一番重要な点である。

j主

1)拙稿「スキー運動におけるパラレルターンの技術指導についてJ，r ;:j t海道大学教育学部紀要~， 72 

143~161 頁， 1996年

2 )高村泰雄 F前掲警~， 17頁。

3 )転倒回数は，初日がE2回， F 1由。 26自がE3回， F 1間。 3日目がE3回， B 1田， A 1 

図。 4臼自がA1間， B 1間， D 1回， E 5回であった。

5 )最終日のアンケートで以下の様な質碍をした結果，会員が大変楽しかったと答えた。

(質問)今回4日間の授業全体を還して楽しかったですか? 0で囲んで下さし〉。

1.大変楽しかった に楽しかった 3.普通 4.あまり楽しくなかった 5.楽しくなか

まとめ

本論では，先の研究からの課題である「踊体に関する技術」と「脚に関する技備」を不可分な

身体運動全体として内容構成すること，プノレークターン 1での内脚の技術内容を明確にすること，

リラックスの確保を内容化することの3点を大きな課題として初心者を対象とした教授プログラ

ムを作成し，実験授業によって検証することを目的として研究を行った。研究方法としては，客

観的に存在するスキー技術を前提として，自撰論，内容構成論，教材構成論，評価論の統一され

た教授理論を展開し，授業過程を客観的に示した教授プログラムを作成し，実験授業によって検

証した。

スキー技術の分析では，主に未習熟者の姿勢を運動モノレブォロギー的観点から分析し，身体運

動全体としての特徴を明らかにした。

目標論においては，初心者を対象とした授業での目標を「緩斜面整地で合理的な技術によるパ

ラレルターンを2種穎以上の異なる回転弧で安定して回転できること」と設定した。
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内容構成論においては，初級段階の目標とする運動構造を再編し，話擦とするパラレルターン

の各局面における動作技術を構成した。その際に，前稿の課題であった脚の動作技術のみではな

く，鯛体や腕の技術を含む身体全体の動作技術を内容化し，また，準備局面においてリラックス

の確保を内容化した。

それらの内容を確実に学習者に習得させるための教材構成の基本的な視点、として，スキーの運

動構造の各局面の「機能的相互関連J，各局面内における各個別技術?間の相互関連，学習主体の心

理的特性の3点、を位置づけた。そして，具体的なメイン教材として，プルークターンしプルー

クターン 2，パラレルターン 1を位農づけた。

評価論においては I授業過程の評価J，I到達目標の達成の評錨J，I学習者の感想文の評価」の

3つの視点に基づく評価論を述べた。さらに，学習者の到達目擦を評価する具体的な規点を「中

間崩面の側面観J I回転局面の正面観J I安定度評舗」と独自に構成した。

これらの理論に基づく教授プログラムを作成し，実験授業を行った。実験授業は，初心者7名

安対象として大学正課体育のスキー授業で行った。その結果，目標に達成したのは，ゼロ名であ

った。しかし，転倒回数が少なしリラックスした姿勢で，将来パラレルターンを翠得可能性を

もっ段階までは習得できた。

以上の結巣から教授理論を以下に評価した。目諜論に関しては，達成壌はOパーセントであっ

たが，授業過程を適切に行えば習得可能な目標であり，妥当な目標と判断する。

内容構成論については，転倒回数が少なしリラックスした姿勢での田転を習得できたことか

ら，内容構成の胴体・腕の技術を明確にした点，中間局面におけるリラックスの躍保を内容化し

た点は適切であったとみなす。しかし，回転を初めて指導する際の外スキーの押し出す方向，プ

ノレークタ…ン 2でのスタンスを狭くする際の外騨の外転の減少の内容化などが問題点として明ら

かになった。今回新たに，プルークターン 1の段階で位霞づけたの内脚の「外転・属曲の維持技

術による内スキーのフラットな押さえ」技指の是非については，今回は検証できず課題となった。

教材構成においては 2入がパラレルターン 1の直前まで習得しており，狭いハの字を習得す

ることができれば，パラレルターンの習得の可能性があることが再確認することができ，基本的

な3つの教材構成の視点や具体的な教材構成はほぼ妥当であったとみなす。しかし，各段階にお

ける習得目標の暖妹さ，スタンスを狭くするためのプルークターン2の滑り込みの教材の再構成

などの問題が明らかになった。また，教材構成の基本的な視点として，学習斜面，スピード，自

転弧を学習者の安全性・安心性の詣のみならず，技術向上を効果的に進めるという視点からも，

教材構成を再構成することが明らかになった。

評価論においては，ビデオの記録方法，アンケート方法などの問題があったが，その他の内容

はほ段適切で、あったとみなす。

以上の改訂すべき点、が教授プログラム内に存在することが明らかになった。しかしながら，

習課謹において転倒回数が少なく，リラックスした姿勢で，将来パラレルターンを習得可能性を

もっ段踏までは習得させることができ，学習者全員がこの授業を「大変楽しかった」と答えた点

で，教授プログラムは評価できるものである。
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